
 

内容紹介 

 

１ 「侍中由緒帳」の原本について 

『侍中由緒帳 19』には、80 冊ある「侍中由緒帳」の内 54 冊目と 55 冊目を収録しています。一例として「侍中由緒帳」55 号（彦根藩井伊家文書

679）を紹介します。竪帳という冊子の形式をしていて、大きさは縦 30.0cm・横 23.0cm です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           「侍中由緒帳」55 表紙                     百々市右衛門家 冒頭 



 

２ 本文の翻刻と注 

前ページ写真右のようにくずし字で書かれている本文を活字にして、くずし字が読めない人でも彦根藩士の歴史を知ることができるようにしまし

た。また、内容を理解しやすいように、人名や地名、出来事などについての注を行間やページ上部に付しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ページ上部に、重要な

記事の内容を略記して

います。 

 

本文に出てくる人名や

地名、年号などについ

て、その補足情報を横

に記しています。 

 



 

３ 解説頁 

 史料本文は、一般の人にはあまりなじみのない、いわゆる「候文」で書かれていますが、ここでは、『侍中由緒帳 19』収録各家の由緒や歴代当主が

拝領した俸禄の高の変遷等がわかるように、解説しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初代から７代目ま

で、百々市右衛門

家の概要をまとめ

ています。 



 

４ 系図 

各家の相続の流れが一目でわかる系図を載せています。当主について、実名がわかる者は記し、それぞれの通称を名乗った順に記しています。ま

た、実子相続は一本線、養子相続は二本線で示し、養子の場合はどの家から養子に来たかを名前の右側の(  )内に示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２代目の弟が２代目の養子

となり 3 代目に、３代目の

弟が３代目の養子となり４

代目になったことがわかり

ます。 

 


